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永
野
潤
氏
の
哲
学
入
門
書
は
い
つ
も
面
白
い
。
評
者
（
大
場
）
が
初
め

て
永
野
氏
の
著
書
を
読
ん
だ
の
は
高
校
時
代
の
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時

か
ら
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
や
大
江
健
三
郎
（
一
九
三
五
年
―
）

の
影
響
で
実
存
主
義
（existentialism

e

）

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
評
者
は
、

図
書
館
に
行
っ
て
は
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul

Sartre,

1905-1980

）
や
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
（A

lbert
Cam

us,
1913-1960

）

に
関
す

る
研
究
書
・
入
門
書
を
借
り
て
い
た
も
の
だ
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、

永
野
氏
に
よ
る
サ
ル
ト
ル
入
門
書
『
図
解
雑
学
サ
ル
ト
ル
』（
ナ
ツ
メ
社
、

二
〇
〇
三
年
八
月
）
だ
っ
た
。
こ
の
入
門
書
で
は
、
左
頁
に
説
明
、
右
頁
に

イ
ラ
ス
ト
と
い
う
構
成
で
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
が
解
説
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
わ
れ
わ
れ
の
問
題
」
と
し
て
の
サ
ル
ト
ル
哲
学
が
非
常
に
わ
か

り
や
す
く
提
示
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
サ
ル
ト
ル
の
入
門
書
と
し
て

最
良
の
一
冊
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
、
こ
の
『
図
解
雑
学
サ
ル
ト
ル
』
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
（postm

odern

）

を
経
た
の
ち
に
、
サ
ル
ト
ル
再
評
価
を
行
っ
て

い
る
点
に
あ
る
。
一
般
的
に
現
代
思
想
は
、
実
存
主
義

構
造
主
義

↓

◎
書
評

永
野
潤
著
『
イ
ラ
ス
ト
で
読
む
キ

ー
ワ
ー
ド
哲
学
入
門
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

（structuralism
e

）

ポ
ス
ト
構
造
主
義
（post-structuralism

e

）

と
い
う
流
れ

↓

で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
の
現
代
思
想
入
門
書
で
は
、
も

っ
ぱ
ら
構
造
主
義
・
ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
サ

ル
ト
ル
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
「
主
体
」
の
哲
学

と
し
て
評
価
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
図
解
雑
学
サ

ル
ト
ル
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
批
判
に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
も
の
と
し
て
、

サ
ル
ト
ル
哲
学
が
「
関
係
」
の
哲
学
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
後
の
サ
ル
ト
ル
再
評
価
は
、
柄
谷
行
人
『
倫

理

』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
や
三
宅
芳
夫
『
知
識
人
と
社
会

―

21＝

・
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
政
治
と
実
存
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
五

J

P

月
）
に
も
見
ら
れ
、
日
本
で
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
サ
ル
ト
ル
再
評
価

が
本
格
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、『
図
解
雑
学
サ
ル
ト
ル
』

は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
後
の
サ
ル
ト
ル
再
評
価
を
も
射
程
に
収
め
た
画
期
的
な

入
門
書
と
言
え
よ
う
。

同
様
の
こ
と
が
、
こ
の
書
評
で
推
薦
す
る
永
野
潤
氏
の
著
書
『
イ
ラ
ス

ト
で
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド
哲
学
入
門
』（
白
澤
社
、
二
〇
一
九
年
四
月
）
に
も
当

て
は
ま
る
。
本
書
は
、
同
じ
く
白
澤
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
永
野
氏
の
『
哲

学
の
モ
ン
ダ
イ
』（
白
澤
社
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
の
続
編
の
よ
う
な
位
置
付

け
の
入
門
書
と
な
っ
て
お
り
、
『
図
解
雑
学
サ
ル
ト
ル
』
と
同
様
に
イ
ラ

ス
ト
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
の
イ
ラ
ス
ト
が
著

者
の
永
野
氏
自
身
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
「
ま
え
が
き
」
に
あ

る
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
は
「
既
存
の
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
こ
と
を
言

い
当
て
よ
う
と
す
る
い
と
な
み
」
と
し
て
の
「
哲
学
そ
の
も
の
」
と
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
（
三
頁
）
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
本
書
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
、
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ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
（
一
九
七
三
年
―
）
の
絵
本
『
り
ん
ご
か
も
し
れ
な
い
』

（
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
に
お
け
る
「
り
ん
ご
」
を
め
ぐ
る
思

考
実
験
を
想
起
し
た
。

本
書
は
〈
入
門
編
〉
の
「
イ
ラ
ス
ト
で
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド
哲
学
入
門
」

と
〈
応
用
編
〉
の
論
文
「
怪
物
と
眩
暈

―
サ
ル
ト
ル
の
怪
物
的
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
を
大
学
の
授
業
な
ど
で

用
い
れ
ば
、
学
生
は
〈
入
門
編
〉
で
イ
ラ
ス
ト
を
通
し
て
哲
学
の
教
養
を

学
び
、
そ
の
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
〈
応
用
編
〉
の
論
文
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。
前
半
部
分
の
〈
入
門
編
〉

で
は
、
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
開
き
二
頁
で
解
説
さ
れ
て
お
り
、
左
頁

に
解
説
、
右
頁
に
イ
ラ
ス
ト
、
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
特

筆
す
べ
き
な
の
は
、
そ
の
解
説
が
マ
ン
ガ
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
い
っ
た
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
例
に
取
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、「
あ
た
り
ま
え
」
の
「
常
識
」
を
括
弧
で
く
く
っ
て
保
留
す
る
「
エ

ポ
ケ
ー
」（epokhe

）
の
項
目
で
は
、
藤
子
・

・
不
二
雄
（
一
九
三
三
―
一
九

F

九
六
年
）
の

マ
ン
ガ
が
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
四
頁
）
。
そ
し
て
、

S
F

「
日
常
性
」
と
い
う
「
見
な
れ
た
も
の
」
が
「
見
知
ら
ぬ
も
の
」
に
な
る

こ
と
の
例
と
し
て
は
、
サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』（La

N
ausée,

1938

）
と
共
に
、

岡
崎
京
子
（
一
九
六
三
年
―
）
の
少
女
マ
ン
ガ
『Pink

』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
、

一
九
八
九
年
九
月
）
の
一
場
面
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
六
頁
）
。

ま
た
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
（Bertrand

Russell,
1872-1970

）

の

「
世
界
五
分
前
創
造
仮
説
」（five

m
inute

hypothesis

）
に
つ
い
て
は
谷
川
流

（
一
九
七
〇
年
―
）
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』（
角
川
書
店
、

二
〇
〇
三
年
六
月
）
が
言
及
さ
れ
る
（
三
六
頁
）
。
そ
し
て
、「
心
身
二
元
論
」

な
ど
の
「
身
体
」
関
連
の
項
目
で
は
、
荒
川
弘
（
一
九
七
三
年
―
）
の
マ
ン

ガ
『
鋼
の
錬
金
術
師
』（
『
月
刊
少
年
ガ
ン
ガ
ン
』
二
〇
〇
一
年
八
月
号
―
二
〇
一
〇

年
七
月
号
）
が
例
示
さ
れ
る
な
ど
（
四
二
―
四
四
頁
）
、
若
い
世
代
に
も
馴
染

み
深
い
作
品
が
登
場
す
る
。
『
哲
学
の
モ
ン
ダ
イ
』
に
お
い
て
も
、
岡
崎

京
子
『Pink

』
論
で
あ
る
「
違
和
と
し
て
の
身
体

―
岡
崎
京
子
と
サ
ル

ト
ル
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
学
生
は
こ
う
い
っ
た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

論
を
読
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
見
知
っ
て
い
た
は
ず
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
を
哲
学
と
い
う
新
た
な
視
座
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

後
半
部
分
の
〈
応
用
編
〉
で
は
、
サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』
で
主
人
公
ア
ン

ト
ワ
ー
ヌ
・
ロ
カ
ン
タ
ン
（A

ntoine
Roquentin

）
が
マ
ロ
ニ
エ
の
木
の
根
を

見
て
「
吐
き
気
」（nausée

）

を
感
じ
る
場
面
に
登
場
す
る
「
怪
物
の
よ
う

な
」（m

onstrueuse

）

と
い
う
言
葉
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
。
サ
ル
ト
ル
の
実

存
主
義
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
よ
っ
て
「
人
間
中
心
主
義
」
と
し
て
批
判
さ

れ
て
き
た
が
、
本
書
で
は
「
怪
物
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

サ
ル
ト
ル
哲
学
が
「
人
間
中
心
主
義
」
に
は
還
元
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
サ
ル
ト
ル
の
「
実
存
」
と
は
「
主
体
」
か
ら

絶
え
ず
抜
け
出
そ
う
と
す
る
「
脱
自
」
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
他

な
ら
ぬ
こ
の
私
」
の
「
私
」
か
ら
無
限
に
は
み
だ
す
「
他
」
を
内
に
は
ら

ん
だ
「
怪
物
的
自
由
」
が
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
よ
る
サ
ル
ト
ル
批
判
を
覆

す
試
み
が
為
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
試
み
は
永
野
氏
に
よ
る
他
の
論
考
に
も

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
澤
田
直
編
『
サ
ル
ト
ル
読
本
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
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二
〇
一
五
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
た
永
野
氏
の
論
考
「
サ
ル
ト
ル
の
知
識
人

論
と
日
本
社
会

―
サ
ル
ト
ル
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
こ
と
」
に
お
い
て

も
、
サ
ル
ト
ル
の
知
識
人
論
が
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ

て
き
た
知
識
人
像
に
還
元
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
イ
ラ
ス
ト
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
用
い
る

こ
と
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
後
の
サ
ル
ト
ル
再
評
価
を
中
心
と
し
た
思
想
史

が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
点
で
、
本
書
の
〈
入
門
編
〉

が
「
哲
学
」
で
始
ま
り
「
倫
理
」
で
終
わ
る
の
は
象
徴
的
だ
。
と
い
う
の

も
、
サ
ル
ト
ル
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
「
倫
理
」
を
積
極
的
に
提
示
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

■
目
次

ま
え
が
き

〈
入
門
編
〉「
イ
ラ
ス
ト
で
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド
哲
学
入
門
」

「
哲
学
」—

哲
学
／
タ
ウ
マ
イ
ゼ
ン
／
エ
ポ
ケ
ー
／
日
常
性
／
ア
キ

1

レ
ス
と
亀
／
嘘
つ
き
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

「
認
識
」—

素
朴
実
在
論
／
知
覚
の
因
果
説
／
第
二
性
質
／
無
限
後

2

退
／
洞
窟
の
比
喩

「
意
識
」—

夢
の
懐
疑
／
水
槽
の
脳
／
五
分
前
創
造
仮
説
／
我
思
う

3

ゆ
え
に
我
あ
り
／
現
象
学

「
身
体
」—

心
身
二
元
論
／
機
械
の
中
の
幽
霊
／
心
身
問
題
／
二
種

4

類
の
一
元
論
／
唯
物
論
／
生
き
ら
れ
た
身
体

「
自
由
」—

機
械
論
と
目
的
論
／
決
定
論
／
リ
ベ
ッ
ト
の
実
験
／
不

5

安
と
自
由
の
め
ま
い
／
自
己
欺
瞞

「
自
己
」—

数
的
同
一
性
と
質
的
同
一
性
／
テ
セ
ウ
ス
の
船
／
人
格

6

の
同
一
性
／
転
送
機
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
／
反
省
／
対
自

存
在
と
即
自
存
在

「
他
者
」—

他
我
問
題
／
逆
転
ス
ペ
ク
ト
ル
／
独
我
論
／
類
推
説
と

7

唯
物
論
／
哲
学
的
ゾ
ン
ビ
／
対
他
存
在

「
演
技
」—

演
技
／
実
存
と
本
質
／
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
テ
ス
ト
／
イ

8

ラ
イ
ザ
／
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
／
規
律
・
訓
練
／
パ

ノ
プ
テ
ィ
コ
ン

「
倫
理
」—

ジ
レ
ン
マ
／
功
利
主
義
と
義
務
論
／
創
造
的
思
考
／
障

9

害
の
社
会
モ
デ
ル
／
患
者
の
自
己
決
定
と
安
楽
死
／
優

生
学

〈
応
用
編
〉「
怪
物
と
眩
暈

―
サ
ル
ト
ル
の
怪
物
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

「
『
嘔
吐
』
に
お
け
る
「
実
存
」
と
「
怪
物
」」

1
「
『
実
存
主
義
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
』
に
お
け
る
「
実
存
」
と

2
「
人
間
」」

「
『
自
我
の
超
越
性
』
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
め
ま
い
」」

3
「
『
想
像
界
』
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
め
ま
い
」」

4
「
『
存
在
と
無
』
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
め
ま
い
」」

5
「
『
聖
ジ
ュ
ネ
』
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
め
ま
い
」」

6
「
『
聖
ジ
ュ
ネ
』
に
お
け
る
「
他
者
性
」
と
「
め
ま
い
」」

7
「
サ
ル
ト
ル
の
怪
物
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

8

（
二
〇
一
九
年
四
月

白
澤
社

一
五
八
頁

一
八
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
共
立
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
）


